
一.
は
じ
め
に

公
開
企
業
の
会
計
基
準
は
I
F
R
S

（International
F
inancial

R
eporting

S
tan
d
ard
s：

国
際
財
務
報
告
基
準
）に
統

一
さ
れ
る
の
が
世
界
的
な
潮
流
と
な
っ
て
い

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
活
躍
す
る
企

業
に
と
っ
て
、
投
資
家
の
信
頼
を
得
る
た
め

に
は
I
F
R
S
で
の
財
務
諸
表
作
成
・
開
示

が
不
可
欠
な
時
代
が
到
来
し
て
い
る
。

二.
日
本
企
業
に
お
け
る

取
り
組
み
状
況

（
社
）日
本
経
済
団
体
連
合
会
の
調
査

結
果（
I
F
R
S
適
用
に
向
け
た
取
り
組

み
状
況
等
に
関
す
る
調
査
結
果
概
要：

二

〇
〇
九
年
四
月
六
日
）に
よ
る
と
、
日
本
企

業
の
取
り
組
み
は
、
約
半
数
の
企
業
が「
全

く
検
討
し
て
い
な
い
」
状
況
で
あ
り
、
ま
た

「
検
討
を
開
始
し
て
い
る
」
企
業
に
お
い
て

も
そ
の
大
半（
九
割
強
）が
現
行
基
準
と
の

差
異
把
握
と
い
っ
た
検
討
の
初
期
段
階
に

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
多
く
の
企

業
は
、
企
業
会
計
審
議
会
の
検
討
や
他
社

動
向
を
見
極
め
た
上
で
、
検
討
を
開
始
す

る
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
。

三.
米
国
企
業
に
お
け
る

取
り
組
み
状
況

（
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
調
査
結
果
よ
り
）

一
方
、
日
本
と
同
様
に
I
F
R
S
強
制
適

用
へ
の
移
行
が
検
討
さ
れ
て
い
る
米
国
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
昨
年
末
に
ア
ク
セ

ン
チ
ュ
ア
が
米
国
上
場
企
業
の
C
F
O
を
含

む
経
営
幹
部
を
対
象
に
実
施
し
た
調
査

（
対
象
企
業
二
〇
八
社
）結
果
を
一
部
紹
介

す
る
。

①
適
用
時
期

調
査
対
象
の
六
四
％
に
相
当
す
る
企

業
が「
早
期
適
用
を
選
択
予
定
も
し
く
は

今
後
一
二
ヵ
月
以
内
に
I
F
R
S
適
用
に

取
り
組
む
」
と
し
て
お
り
、
多
く
の
企
業

が
早
期
対
応
を
目
指
し
て
い
る
状
況
が
明

ら
か
と
な
っ
た（
図
1
参
照
）。

②
導
入
期
間
と
投
資
額

適
用
・
導
入
に
か
か
る
期
間
に
つ
い
て
、

二
年
間（
四
一
％
）、
二
年
以
上（
二
二
％
）

と
長
期
間
を
想
定
し
て
い
る
企
業
が
過
半

数
を
占
め
た
。
投
資
額（
導
入
コ
ス
ト
）に

関
し
て
、
一
、〇
〇
〇
万
ド
ル
〜
二
、五
〇
〇

万
ド
ル（
三
五
％
）、
二
、五
〇
一
万
ド
ル
〜

五
、〇
〇
〇
万
ド
ル（
二
六
％
）と
回
答
し

た
企
業
が
最
も
多
く
、
ま
た
、
五
、〇
〇
一

万
ド
ル
以
上
と
回
答
し
た
企
業
も
一
七
％

あ
り
、
S
O
X
対
応
に
要
し
た
コ
ス
ト
以
上

の
投
資
を
想
定
し
て
い
る
と
の
結
果
を
得

た（
図
2
参
照
）。

③
I
F
R
S
適
用
に
よ
る
効
果

効
果
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
回
答

フォーカス

I
F
R
S
適
用
を
契
機
と
し
た

事
業
基
盤
の

再
構
築
に
向
け
て

福
田
政
浩

ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
株
式
会
社

財
務
・
経
営
管
理
グ
ル
ー
プ
パ
ー
ト
ナ
ー

図1●IFRS適用の時期�
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を
得
た
。
リ
ス
ク
管
理
・
統
制
の
強
化
や

経
理
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
・
品
質
向

上
、
そ
し
て
経
営
管
理
の
高
度
化
と
い
っ
た

複
数
の
観
点
か
ら
の
効
果
を
見
据
え
て
い

る
企
業
が
多
く
存
在
し
た（
図
3
参
照
）。

④
米
国
調
査
結
果
か
ら
の
示
唆

調
査
結
果
か
ら
以
下
三
点
の
特
徴
が

挙
げ
ら
れ
る
。

●
I
F
R
S
適
用
へ
の
取
り
組
み
は
長
い

期
間
と
多
大
な
投
資
を
要
す
る

●
早
期
の
適
用
を
見
据
え
て
、
多
く
の
企

業
は
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る

●
I
F
R
S
適
用
は
企
業
に
多
く
の
負
担

を
強
い
る
反
面
、
効
果
と
し
て
得
ら
れ

る
メ
リ
ッ
ト
も
多
く
存
在
す
る

米
国
企
業
の
多
く
は
、
I
F
R
S
適
用

に
よ
る
効
果
・
メ
リ
ッ
ト
の
大
き
さ
を
認
識

し
て
い
る
ゆ
え
、
早
期
適
用
に
前
向
き
な

ス
タ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
企
業
に
と
っ
て
も
、
米
国
企
業
の
取

り
組
み
姿
勢
は
参
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

四.
I
F
R
S
導
入
の
着
眼
点

I
F
R
S
適
用
の
影
響
範
囲
は
、
決
算

処
理
に
と
ど
ま
ら
ず
業
務
全
般
に
広
く

影
響
を
及
ぼ
す
。
欧
米
の
先
進
事
例
で
は
、

I
F
R
S
導
入
を
機
に
、
従
来
の「
業
務
プ

ロ
セ
ス
」「
組
織
・
人
材
」「
I
T
シ
ス
テ
ム
」

の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
全
社
的

な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

単
な
る
会
計
制
度
対
応
と
い
う
枠
に
と

ど
ま
ら
ず
、
I
F
R
S
導
入
を
契
機
に
グ
ロ

ー
バ
ル
視
点
で
、
全
社
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
再

定
義
し
、
I
T
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
す
る
と

と
も
に
、
人
材
の
育
成
や
組
織
の
あ
り
方

を
見
直
し
て
い
る
。
I
F
R
S
と
い
う
グ
ロ
ー

バ
ル
な
共
通
の
物
差
し
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
自
社
の
事
業
基
盤
の
再
構
築
に
つ
な
げ

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る（
図
4
参
照
）。

五.
I
F
R
S
導
入
の
進
め
方

I
F
R
S
適
用
に
あ
た
っ
て
、「
影
響
診

断
」「
計
画
策
定
」「
設
計
・
開
発
」「
テ
ス

ト
・
導
入
・
展
開
」そ
し
て「
定
着
化
」と
段

階
的
か
つ
計
画
的
に
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
が
肝
要
と
な
る
。

影
響
範
囲
も
広
く
、
関
係
す
る
会
社
・

部
署
も
複
数
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
経
営

層
の
I
F
R
S
に
対
す
る
十
分
な
理
解
が

必
要
不
可
欠
と
な
る
。
経
営
層
の
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
グ
ル
ー
プ
全
体
を

挙
げ
て
導
入
に
あ
た
る
こ
と
が
成
功
の
鍵

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

前
述
し
た
よ
う
に
I
F
R
S
適
用
は
企

業
に
と
っ
て
多
く
の
労
力
と
コ
ス
ト
を
要
す

る
取
り
組
み
と
想
定
さ
れ
る
。
一
方
で
得

ら
れ
る
効
果
・
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
。
I
F

R
S
適
用
を
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
競
争

優
位
を
獲
得
す
る
た
め
の
事
業
基
盤（
業

務
プ
ロ
セ
ス
、I
T
シ
ス
テ
ム
、人
材
・
組
織
、

経
営
管
理
な
ど
）再
構
築
の
好
機
と
捉
え
、

積
極
的
な
取
り
組
み
へ
と
昇
華
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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図2●IFRSの導入期間と投資額�
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図3●IFRS適用による効果（複数回答）�
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図4●IFRS導入の着眼点�

IFRS

IFRS導入を契機に、グローバル事業基盤を再構築�

ITシステム�

全社基幹システム再構築�
･インフラ再編成（インスタンス統合含む検討）�
･新業務対応のアプリケーション構築、導入�
 （ERP導入・アップグレード含む検討）�
･勘定コード・組織マスタのグローバル全社統一�
 （マスタ統合管理含む検討）�

業務�
プロセス�

全社業務プロセス再定義�
･オペレーション標準化 （計上基準、会計処理、決算業務など）�
･経営管理モデルの刷新 （グローバル業績管理、経営戦略策定
など）�
･内部統制対応（新プロセス文書化、評価）　など�

人材・組織�

全社組織・人材再編成�
･新業務、システムのオペレーション教育 （業務担当レベル）�
･新経営管理モデルの浸透（マネジメント層）�
･グローバル組織再編 （集中運用保守／シェアドサービス）�

など�

など�


